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自
然
を
大
切
に
し
、

共
に
暮
ら
す

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
と
生
物
多
様
性
を
将

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民
、
自
然
環
境
団

体
と
連
携
・
協
力
し
て
保
全
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

河
川
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

と
連
携
し
、
栗
栖
川
ま
ち
づ
く
り
連
携
治
水

対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
準
用
河
川
等

の
整
備
や
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
土
砂
対
策
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を

つ
く
る

　
昨
年
６
月
に
宣
言
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
１
１
０
施
設

の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
自
治
会
管
理
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
支
援

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
と
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
気
自
動

車
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
揖
保
川
総
合
支

所
に
急
速
充
電
器
を
新
設
す
る
と
と
も
に
電
気

自
動
車
を
導
入
す
る
市
内
事
業
者
に
対
し
て
購

入
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

良
質
な
住
環
境
を

整
備
す
る

　
「
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
区
画
整
理
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
街
区
形
成
に
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
調
査
設
計
を
引
き
続
き
実
施

し
、
一
部
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
た
つ
の
市
空

家
等
対
策
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
対
し
て
、
緊

急
安
全
措
置
の
実
施
、
除
却
支
援
制
度
に
よ
る

空
き
家
の
除
却
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
小
規

模
な
改
修
工
事
も
対
象
と
し
た
空
き
家
改
修
支

援
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
空
き
家
の
有
効
活
用

及
び
流
通
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
住
宅
取
得
等
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
転

入
者
や
若
者
の
住
宅
取
得
に
対
し
て
、
子
育
て

加
算
を
設
け
る
こ
と
で
、
転
入
・
定
住
を
促
進

し
ま
す
。

　
都
市
公
園
に
お
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
対
策

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
誰
も
が
安
全
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
を
進
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
龍
野
公
園
、
片
山
公
園
及

び
中
川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
竜
野
駅
周
辺
に
お
き
ま
し
て
は
、
駅
舎

の
橋
上
化
整
備
の
ほ
か
、
駅
前
広
場
整
備
、
既

存
の
自
由
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
千
本
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
イ
レ

を
洋
式
化
し
、
快
適
性
を
向
上
し
ま
す
。

安
全
便
利
な
交
通
環
境
を

整
え
る

　
幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
揖

龍
南
北
幹
線
道
路（
宮
内
バ
イ
パ
ス
）の
整
備

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま

ち
づ
く
り
区
画
整
理
事
業
」に
伴
う
県
道
の
４

車
線
化
及
び
市
道
の
交
差
点
改
良
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
線
区
の
維

持
・
存
続
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
継
続
し
て

強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
１
月
に

Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）に
開
設
し
た「
姫
新
線
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
沿
線
の

観
光
情
報
を
発
信
し
、
一
層
の
利
用
促
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

大
切
な
命
と
地
域
を

守
る

　
自
然
災
害
に
備
え
、

非
常
食
及
び
災
害
用

ト
イ
レ
を
計
画
的
に

備
蓄
し
ま
す
。

　

常
備
消
防
体
制
に

つ
き
ま
し
て
は
、
西

は
り
ま
消
防
組
合
に

お
い
て
１
１
９
番
の
通
報
内
容
を
現
場
映
像
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
で
把
握
で
き
る「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

１
１
９
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
、
各

種
災
害
の
被
害
軽
減
や
傷
病
者
の
救
命
率
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
救
急
搬
送
シ
ス
テ
ム 

「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ（
ハ
ー
ツ
）」で
は
、
救
急
傷
病

者
の
情
報
を
複
数
の
医
療
機
関
へ
同
時
送
信
で

き
る
よ
う
更
新
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
消
防
出

初
式
と
同
日
に
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
幅

広
い
世
代
の
防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
地

域
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
を
行
う
観
点
か

ら
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
中
学
生
の
学

校
給
食
の
無
償
化
に
加
え
、
そ
の
対
象
を
小
学

生
に
ま
で
拡
充
し
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
全
て
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
を
完

全
無
償
化
し
ま
す
。

　
高
校
生
等
の
医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所

得
制
限
を
撤
廃
し
、
18
歳
以
下
の
医
療
費
を
完

全
無
料
化
し
ま
す
。

　
「
た
つ
の
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」に
お

き
ま
し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
研
修
や

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
出
会
い
や
結
婚
を

希
望
す
る
若
者
に
対
し
て
、「
若
者
出
会
い
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
や
介
護
予
防
に
重
点
を
置

い
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
を

図
り
ま
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
の
普

及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
際
に
早
期
に
発
見
・
保
護
す
る
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
シ
ー

ル
を
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
小
規
模
の
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る

　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
差
別
解
消
や
合
理
的

配
慮
を
促
進
し
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
支
え

合
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
」

を
開
催
し
、
様
々
な
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

な
ど
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
ま

す
。

共
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
ま
ち
を
つ
く
る

　

高
齢
、
障
害
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
等
の
複

数
分
野
に
ま
た
が
る
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
生

活
課
題
に
お
け
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
包
括
的
に
対

応
す
る
た
め
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

に
取
り
組
み
、「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」を
核

と
し
て
、
庁
内
外
の
幅
広
い
部
署
・
機
関
と
の

横
断
的
な
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

不
登
校
児
や
生
活
に
困
難
を
抱
え
る
世
帯

の
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
新
た
に
学
習
機
会

の
提
供
を
行
い
ま
す
。

生
涯
を
健
や
か
に

過
ご
せ
る
体
制
を
整
え
る

　
全
身
の
健
康
や
疾
患
に
深
く
関
係
し
て
い
る

歯
周
病
の
予
防
や
高
齢
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
対
象
者
へ
歯
科
健

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
を
新
た
に
個
別
医
療
機
関
で

の
健
診
項
目
に
加
え
る
と
と
も
に
、
乳
が
ん
検

診
無
料
対
象
者
の
拡
充
、
子
宮
が
ん
検
診
に
お

い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
導
入
す
る
な
ど
健
診

内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
学
３
年
生
に
対
し
、
健
康

や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
理
解
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
思
春
期
教
育
及

び
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急

車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た
際
の
電
話
相
談
窓

口
と
し
て
、「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業（
＃
７ 

１
１
９
）」を
開
始
し
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

創
造
力
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
を
育
て
る

　
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
の
校
外
学
習
を
通

じ
て
、
児
童
生
徒
が
未
来
社
会
を
体
験
し
、
未

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

自
然
を
守
り
、

だ
れ
も
が
安
全
に
安
心
し
て

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち

第
１
の
柱

龍野公園再整備イメージ図

西
は
り
ま
消
防
組
合
で
導
入
す
る
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９
映
像

通
報
シ
ス
テ
ム

自然災害に備え、計画的に
備蓄される非常食等

小学校での給食の様子
季節の行事に飾る

作品づくりに取り組まれる
様子

や
す
ら
ぎ
づ
く
り
へ
の

挑
戦

子
育
て
に
や
さ
し
く
、

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

第
２
の
柱

ひ
と
づ
く
り
へ
の
挑
戦

学
都
た
つ
の
の
輝
き
と

歴
史
・
文
化
が
薫
る
ま
ち

第
３
の
柱

主
要
施
策
の
概
要

主
要
施
策
の
概
要

　
令
和
７
年
度
の
主
な
取
組
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
令
和
７７
年
度
年
度
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